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平成２９年９月１日

中予地区高等学校卓球部顧問 各位

愛媛県高体連卓球専門委員 矢野 裕希

平成２９年度愛媛県高等学校新人卓球大会中予地区予選会について（諸連絡）

標記の件につき、下記のとおり御連絡申し上げます。

記

１ 試合規則について

（１）現行の日本卓球ルールを適用する。

（２）タイムアウト制は、個人戦は準々決勝より、団体戦は準決勝より適用する。

（３）ルール等に関するトラブルが生じた場合は、本部に連絡し指示を受けること。

（４）試合球は を各校から準備し、これを使用する。４０ｍｍホワイトプラスチック球４０ｍｍホワイトプラスチック球４０ｍｍホワイトプラスチック球４０ｍｍホワイトプラスチック球

（５）服装に関する規定はこれを厳守し、各高等学校顧問の責任において、トラブルの

生じないよう部員にも周知徹底を図ること。なお、違反のあったチーム・選手の出

場は厳に認めない。

① ユニホームは、シャツ・ショーツともにＪＴＴＡが公認したものであること。

平成２７年９月１日からのルール改定により、ユニホームの主たる色は使用す平成２７年９月１日からのルール改定により、ユニホームの主たる色は使用す平成２７年９月１日からのルール改定により、ユニホームの主たる色は使用す平成２７年９月１日からのルール改定により、ユニホームの主たる色は使用す（

）るボールの色と明らかに違う色でなければならないるボールの色と明らかに違う色でなければならないるボールの色と明らかに違う色でなければならないるボールの色と明らかに違う色でなければならない。。。。

② 本年度交付のＪＴＴＡ登録のゼッケンを背面に付すること。

③ 団体戦登録選手のユニホームはシャツ・ショーツともに同一であること。

④ なお、本来は２種類のユニホームを準備することが規定されているが、この点

に関しては各校の事情を考慮し、１種類のみで可とする。

、 。⑤ ユニフォームのシャツ出しについては 各高等学校で十分に指導しておくこと

２ 試合進行について

１０月２１日（土 ：団体戦より開始し、できる試合から個人戦を同時進行で行う。）

団体戦は準決勝まで行い、個人戦チャレンジマッチ終了後、団体戦決勝戦を行う。

３ 監督・引率について

（１）引率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校

長の認める学校の職員とする。

（２）監督は校長の認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険

（スポーツ安全保険）等に必ず加入していることを条件とする。また、別紙「外部

指導者申請書」と傷害・賠償責任保険のコピーを大会期日までにに送付すること。

ただし、本年度すでに登録の済んでいる外部指導者については新たに申請の必要は

ない。
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４ その他注意事項

（１）団体戦は相互審判、個人戦は最初の審判のみ相互審判（番号の若いチームから出

（一昨年度県総体より個人戦は敗者報告・敗者審判（一昨年度県総体より個人戦は敗者報告・敗者審判（一昨年度県総体より個人戦は敗者報告・敗者審判（一昨年度県総体より個人戦は敗者報告・敗者審判す）で、以後は敗者審判とする

とし、敗者は審判が記入した試合結果用紙を本部に持って行き、新しい用紙に差しとし、敗者は審判が記入した試合結果用紙を本部に持って行き、新しい用紙に差しとし、敗者は審判が記入した試合結果用紙を本部に持って行き、新しい用紙に差しとし、敗者は審判が記入した試合結果用紙を本部に持って行き、新しい用紙に差し

。かえ審判後、試合結果を記入し敗者に結果用紙を渡すかえ審判後、試合結果を記入し敗者に結果用紙を渡すかえ審判後、試合結果を記入し敗者に結果用紙を渡すかえ審判後、試合結果を記入し敗者に結果用紙を渡す。）。）。）。）

（２）団体戦のベンチに入ることのできる人員は、登録選手７名・監督１名とする。ベ

ンチは、番号の若いチームが本部席に向かって左側とする。

（３）団体戦の開始から終了までの間、選手はベンチから離れてはならない。やむを得

ぬ事由でベンチを離れる場合は、相手チーム監督の許可を得ること。

（４）選手は必ず所定のゼッケンを着用すること。ゼッケン未使用の選手は試合を行う

ことはできない。

（５）監督者は監督者ワッペンを左袖に着用すること。

（６）試合球は本部では用意しないので、相互で持参すること。

（７）個人戦は県大会決定戦よりアドバイザーを認める。アドバイザーは、本大会申し

込み時に届け出のあった監督または当該高校の選手に限る。試合途中でコートを離

れてもよいが、以後はそのコートに復帰できない。アドバイスができるのはタイム

アウト時とセット間の１分間のみで、他のポイント間やラリー間等に技術的・戦術

的なアドバイスをしてはならない。また、個人戦においてはアドバイザーには抗議

権はない。

（８）選手は高校生らしいマナーに徹すること。バッドマナーに対しては 警告→失点

→失格 の罰則を課す。

ゴミは各チームの責任において処理し、帰る際必ず持ち帰ること。ゴミは各チームの責任において処理し、帰る際必ず持ち帰ること。ゴミは各チームの責任において処理し、帰る際必ず持ち帰ること。ゴミは各チームの責任において処理し、帰る際必ず持ち帰ること。（９）

、 。 。昨年度総体予選より 順番制でゴミの片づけを行っております ご協力願います

シューズ・靴は、各自が管理し、脱ぎ散らさないこと。シューズ・靴は、各自が管理し、脱ぎ散らさないこと。シューズ・靴は、各自が管理し、脱ぎ散らさないこと。シューズ・靴は、各自が管理し、脱ぎ散らさないこと。（10）

（11）観覧席での応援は、座って行うこと。

（12）申込書が提出された後の団体戦登録選手および個人戦の選手変更は、認めない。

（13）団体戦初戦のオーダー用紙提出〆切は、８：４０とする（時間厳守のこと 。）

一度提出されたオーダーの変更は認めない。オーダー用紙は、１枚に左右に同一の

オーダーを記入し本部に提出すること。

①原則としてオーダーはフルネームで記入すること。

②１・２番のシングルス出場者でダブルスを組むことはできない。ただし、４・

５番の出場者でダブルスを組むことはできる。

（14）体育館開館時間 ＡＭ８：００

開会式 ＡＭ８：５０

（初戦のあるチームは、開会式後すぐに試合ができる服装を準備すること）

試合開始 ＡＭ９：００

（15）組合せ抽選会は、10月11日（水 。組合せは、12日（木）以降に愛媛県高体連卓）

球専門部ホームページ（ ）に掲載予定。http://www.geocities.jp/hiroto211/index.htm

○ 連絡先 〒790-8530 松山市旭町７１ 松山商業高等学校

県高体連卓球専門委員 矢野裕希 TEL 089-941-3751

FAX 089-943-8039

E-Mail hiroto211@yahoo.co.jp


